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１．使用目的

逆止弁ＣＸ１型は流体の逆流を防止するためのものです。取付姿勢に制約を受けず、ま

たコンパクトに配管できるインラインタイプですので、蒸気あるいは水 温水 配管等で幅

広くご使用いただけます。

２．仕 様

型式
接 続 開弁差圧 最高使用圧力 最高作動差圧 最高使用温度

℃
本体材質

寸法 重量

方式 サイズ

ﾍﾙｰﾙ 規

格

以下 5
ｽﾃﾝﾚｽ

最高許容圧力 　　 は、耐圧部 本体 が許容される圧力です。

最高許容温度 220℃　 　 は、許容部 本体 が許容される温度です。

表面粗さ：Ra1.6a(Ra：算術平均高さ) 

３．構 造

ボデー

ディスク

スプリング

リテーナＡ

.Ｃ－リング

6.ネームプレート
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４．取付配管上の注意

 本体ネームプレートの矢印方向を流体の流れ方向に合わせ、入口・出口を正しく接続し

てください。

取付姿勢に制約はありません。

５．故障の原因と対策

現 象 故障原因 対 策

逆流する

ディスク とボデー の当たり面

に異物が付着している。

分解、清掃し、異物を取除く。

ディスク とボデー の当たり面

が磨耗している。

新品と交換する。

スプリング 3 が破損している。 スプリング を交換する。

流体が

流れない

ディスク とボデー 当たり面が

固着している。

分解、清掃する。

取付方向が間違っている。 正しい方向に取付ける。

６．メンテナンス

ＣＸ１型を配管から取外したり分解するときは、配管内の圧力を抜き、本体

を十分冷却してから作業を開始してください。

６ 分解手順

ボデー からＣ－リング 5 を外すと、リテーナＡ 、スプリング(3)、

ディスク の順で内部部品がすべて取り出せます。

６ 組立手順

ボデー 内部及び各部品の点検、清掃後、以下の

手順で組立ててください。

ボデー の当たり面に、凹面を上にしてディス

ク を置いてください。

ディスク の凹面部がスプリング に収まる

ように、スプリング をディスク の上に置い

てください。

リテーナＡ をボデー の底の溝に挿入して

ください。この時、リテーナの溝にスプリング

上部が収まるよう注意してください。

Ｃ－リング(5)をボデー(1)の内側の溝にはめ込

んで、止めてください。

ＣＸ１型を配管に取付ける前に、配管内のブローオフを十分行い、正常作動

を妨げるゴミや異物等を取除いてください。

！  警告

！  注意

5 Ｃ－リング

ディスク

スプリング

リテーナＡ

ボデー
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７．製品保証

７ ．保証期間

製品納入日から ヶ月以内といたします。

７ ．保証内容

保証期間中に故障した場合は、故障の原因が次の事項に該当しない限り、無償で

修理または交換いたします。

本書に記載の注意事項を遵守しなかったことによる場合。

不適切な取付作業や取扱い、落下による過大な打撃等、使用者の過失もしくは手落

ちによる場合。

故障、又は損傷の原因が弊社以外の機器、設備、および使用環境による場合。

弊社、又は弊社が委託した者以外の改造、及び修理がなされた場合。

塩分その他、著しく錆び、腐食を促す物質の浸入、もしくは同物質を含む流体によ

る場合｡

配管内のゴミ、スケールなどの異物の付着、堆積による場合。

火災、天然災害、その他弊社の責任とみなされない不可抗力による場合。

７ ．保証範囲

保証の範囲は原因の如何にかかわらず、納入した製品の販売価格を超えないものといたし

ます。
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8 シリアルナンバー(S.No.)表示  
 

  
  

S.No. □□□□  
   

日を表します 
月を表します  

年を表します。(西暦の下 2 桁)  
  
  

月の表示方法  
記号 月 記号 月 記号 月 記号 月 

1  1  4  4  7  7  Ｘ   10  

2  2  5  5  8  8  Ｙ   11  

3  3  6  6  9  9  Ｚ   12  
  

日の表示方法  
記号 日 記号 日 記号 日 記号 日 

1  1  9  9  Ｈ   17  Ｑ   25  

2  2  Ａ   10  Ｊ   18  Ｒ   26  

3  3  Ｂ   11  Ｋ   19  Ｓ   27  

4  4  Ｃ   12  Ｌ   20  Ｔ   28  

5  5  Ｄ   13  Ｍ   21  Ｕ   29  

6  6  Ｅ   14  Ｎ   22  Ｖ   30  

7  7  Ｆ   15  Ｏ   23  Ｗ  31  

8  8  Ｇ   16  Ｐ   24        

  
  

 

S. No.の表示例 0991 → 2009 年 9 月 1 日 

 19XM → 2019 年 10 月 21 日 
 
 
  

８.シリアルナンバー (S.No.) 表示  
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9 主な特殊仕様  
 

  
  

特殊記号： 
特殊品のみに付記される記号。

  
(特殊内容については表 1 参照)  
"-"以下英文字で表現します。  

型式記号：  
その製品の型式番号  

  
  
  
  
  

 表 1 主な特殊仕様の記号説明 
記号 特殊内容 

A 高圧ガス説備品のトラップ(ガストラップのみ) 
C ブローバルブを取付けた製品 
K 使用しているガスケットの変更 
L 面間寸法の変更 
M 使用部品の材質変更 

P,T 使用圧力、温度、排出量などの変更 
R スクリーンメッシュを変更 
V エアベントの変更 
X 上記以外の特殊内容またはそれらを複合した特殊品 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

○○○ - ○○ - □   

  

 
 

９.主な特殊仕様 
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